
ヴァイオリン： 神尾真由子
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　4歳よりヴァイオリンをはじめる。2007年に第13回チャイコフスキー国際コンクールで優勝し、
世界中の注目を浴びた。ニューヨーク・タイムズ紙でも「聴く者を魅了する若手演奏家」「輝くばか
りの才能」と絶賛される。これまで、国内の主要オーケストラはもとより、チューリッヒ・トーン
ハレ管弦楽団、ロシア・ナショナル・フィルハーモニー交響楽団、ボストン・ポップス・オーケス
トラ、BBC交響楽団、BBCフィルハーモニック、ブダペスト祝祭管弦楽団、バイエルン州立歌劇場
管弦楽団、ワルシャワ国立フィルハーモニー管弦楽団などと共演。指揮者では、シャルル・デュト
ワ、ムスティスラフ・ ロストロポーヴィチ、エリアフ・インバル、ウラディーミル・スピヴァコフ、
ウラディーミル・アシュケナージ、イルジー・ビェロフラーヴェク、イヴァン・フィッシャーなど
と共演している。サン・モリッツ、コルマール、ヴェルビエなどの著名フェスティバル、ニューヨー
ク、ワシントン、サンクトペテルブルグ、モスクワ、フランクフルト、ミラノなどでリサイタルを行っ
ている。
　レコーディングにおいては、RCA Red Sealレーベルより「パガニーニ：24のカプリース」「チャイ
コフスキー：ヴァイオリン協奏曲」「ロマンティック・ソナタ」「愛のあいさつ＆夢のあとに～ヴァイ
オリン・アンコール」をリリースしており、2020年10月に6年ぶりとなる「J.S.バッハ：無伴奏ヴァ
イオリンのためのパルティータ」の新譜を発表。初録音となるバッハ無伴奏パルティータ3曲を、
2020年6月コロナ禍の中、東京でも屈指の音響効果を誇る浜離宮朝日ホールにおけるセッションを
実施した。
　これまで里屋智佳子、小栗まち絵、工藤千博、原田幸一郎、ドロシー・ディレイ、川崎雅夫、
ザハール・ブロンの各氏に師事。楽器は宗次コレクションより貸与されたストラディヴァリウス
1731年製作「Rubinoff」を使用している。大阪府知事賞、京都府知事賞、第13回出光音楽賞、文化
庁長官表彰、ホテルオークラ音楽賞はじめ数々の賞を受賞。

　ヴィヴァルディ（1678‐1741）が活躍した時代のヨーロッパでは、宮廷を中心にいわゆる「バ
ロック文化」が繁栄。音楽の世界では、君主の権勢を文化の力で示すオペラが大流行した。
あるいはそうした影響の下、器楽のみの作品であっても、音楽と文学との結びつき…例えば
詩の世界を華麗な音楽で表現する、といったことがしばしばおこなわれた。
　ヴィヴァルディの《四季》も、その典型である。といっても、これらの曲を彼自身がそう
名付けたわけではない。『和声と創意の試み』と題されたヴァイオリン協奏曲集の中に登場
する4曲のそれぞれの楽章の冒頭に、季節ごとの習俗や風景を読み込んだ詩が付けられてい
るため、この呼び名が定着した。
　ヴィヴァルディは、オペラをはじめとする様々なレパートリーを作曲するだけでなく、ヴァ
イオリンの名手として活躍した。こうした経緯から、彼は自作のヴァイオリン協奏曲集を手
がけ、しかも聴衆を驚かせるような斬新な奏法を随所に取り入れた。『夏』の第3楽章に聴か
れる嵐の描写、『秋』の第2楽章に登場するいびきの響き、『冬』の第1楽章を特徴づける身震
いの音などは、こうした創造性があったからこそ可能になったもの。
　なお当時、優秀なヴァイオリニストはオーケストラのコンサートマスターとして、アンサ
ンブルの指揮をとりながら自らの腕前を披露するのが普通だった。《四季》でも、独奏ヴァ
イオリンとオーケストラが文字通り一体となって、それぞれの季節を鮮やかに描き出す。ま
た本日の演奏曲順は春→夏→秋→冬にて演奏する。

ピアソラ（デシャトニコフ編）：ブエノスアイレスの四季
　　　　　　　　　　　　　（ソロ・ヴァイオリンと弦楽合奏版）
　
　イタリア移民の家族、アルゼンチンのブエノスアイレスに生まれるものの、幼少期にアメリカ
のニューヨークに渡り…。ピアソラ（1921‐92）は、このような文化的多様性の中で生まれ育っ
ている。まただからこそ彼は、タンゴからクラシックに至るまで、幅広いジャンルを貪欲なまで
に吸収し、独自の作風を確立していった。
　『ブエノスアイレスの四季』は、元々「夏」の部分のみが1965年に単体で作られた。舞台作
品のための音楽という位置づけだったが、タンゴの強烈なリズムの中に、ヴィヴァルディの《四
季》からのひそかな引用がおこなわれる。しかも激しさ一辺倒ではなく、ブエノスアイレスの夏
を彷彿とさせる気だるい雰囲気が特徴だ。
　次いで1969年に相次いで書かれたのが「秋」と「冬」である。特に「冬」は、『ブエノスア
イレスの四季』の中でも、抒情性に富んだ1曲として有名。曲の終盤には、パッヘルベルのカ
ノンを彷彿とさせるコード進行が出現する。最後に生まれた「春」は、同曲集の中でももっと
も実験性に富んでおり、ヴィヴァルディの言葉を借りるならば「和声と創意の試み」の典型に
他ならない。
　元々は、バンドネオン、ヴァイオリン、ピアノ、コントラバス、エレキギターから成るピアソ
ラの五重奏団のための編成だった。これをロシアのデシャトニコフ（1955 ‐ ）が、独奏ヴァイ
オリンと弦楽合奏用に編曲し、しかも本家ヴィヴァルディの《四季》の引用をそこかしこに散
りばめるという、自由な再創造までおこなった。曲順も、演奏者の判断によって多種多様であ
るが、本日は神尾真由子氏の意向により、秋→冬→春→夏の順で演奏する。

解説：小宮正安

ヴィヴァルディ：ヴァイオリン協奏曲《四季》 op.8
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　木々の間に、羊や馬や牛といった動物の姿が見え
る…。長閑な自然の風景のように思えるかもしれな
いが、そうではない。実はオーケストラの楽器の話。
　考えてみれば当然だろう。たとえば弦楽器の胴体
は、木材で作られている。さらに弓は馬の尻尾、ま
た昔であれば弦は羊の腸が材料だった。そもそも弦
楽器の代表格ともいえるヴァイオリン自体、元々は
山に住む木こりが奏でるためのものだったほど。あ
るいは木管楽器。元々は動物の骨で作られていた笛が進化を遂げた後も、そこには木材を
はじめとする自然素材が使われた。
　いっぽう、鋼を用いて作られる金管楽器はたしかに人工的と言えるかもしれない。それ
でも、たとえばホルンは狩猟に用いられるものだった。ティンパニの皮も、時には猟によっ
て仕留めたであろう動物の皮を使っている。
　といった具合に、オーケストラはいわば自然を凝縮した存在だった。またそれゆえに、
オーケストラが活動する場所は室内のみにとどまらず、野外にも及んでゆく。いや、むし
ろ天候のよい夏などは、公園や庭園を始めとする野外での演奏会のほうが盛んだったほど。
　こうした状況が急激に変化を遂げてゆくのが、19世紀。科学や技術の発達を通じ、人間
が自然を征服できる、という考え方が強まって以降である。例えば弦楽器1つをとっても、
音量を大きく音色を華やかにさせるべく、弦には羊の腸のかわりに金属が用いられるよう
になった。木管楽器も金属製のキーに覆われるようになり、フルートに至ってはもはや楽
器自体が木製ではなく金属製に取って代わってゆく。そしてオーケストラの演奏会も、そ
れ専用に作られた人工のコンサートホールで催されることが多くなっていった。
　だが昨年来のコロナ禍で、このような19世紀以来の演奏会のあり方が、突然の曲がり角
を迎えている。またそのような中だからこそ、オーケストラと自然との関係についてあら
らためて考え直してみるのもよい機会ではないか。オーケストラと盆栽という意外な両者
が結びつく今回の演奏会などは、その1つの表れといえるだろう。

文章：小宮正安

新機軸の演奏会から考える
オーケストラの歴史③

ウィーンのフォルクスガーデンにおける夏の夕べの
野外演奏会（1845年）360°ステージが見える。

盆栽清香園より第 123 回さいたま定期演奏会に寄せて　　　

　この度は、日本フィルハーモニー交響楽団第 123 回さいたま定期演奏会の開催誠に
おめでとうございます。この晴れの日に、さいたま市に根付く盆栽文化とのコラボレー
ションが叶いました。
　ご存知のように、日本では古来より四季を二十四節気に分け、繊細に季節の変化を
感じ取ってまいりました。季節感の享受に喜びを見出し、日常に彩りを添える室礼に
は奥ゆかしさを感じます。
　そこで今回は、新しい年にふさわしく邪気を祓い清めるといわれる松の中の王、五
葉松の盆栽を展示させていただきます。推定樹齢 300 年の盆栽です。盆栽も音楽同様、
人の営みと共に手から手に渡されて、磨かれる緑の芸術です。この木が生を受けた 300
年前に遡れば、作曲家ヴィヴァルディ氏が活躍されていた時期に重なります。
　本日は、神尾真由子さん、日本フィルハーモニー交響楽団の皆様の美しい音色と共に、
300 年の歳月に思いを馳せながら、音楽と盆栽のハーモニーをお楽しみいただけました
ら幸いに存じます。

清香園　山田寅幸




